
て
、
缶
詰
の
空
カ
ン
で
湯
が
い
て
塩
を
か
け
、
空
腹
の
足
し
に
す

る
。も

ち
ろ
ん
、
便
所
は
野
良
に
穴
を
掘
り
、
丸
太
橋
、
下
は
真
っ

青
の
泥
海
の
よ
う
。
幸
い
に
し
て
生
き
残
っ
た
人
た
ち
も
、
生
け

る
屍
同
然
、
三
年
目
の
冬
を
迎
え
、
あ
た
り
は
銀
世
界
と
な
る
。

零
下
三
十
度
。

十
一
月
半
ば
こ
ろ
だ
っ
た
か
、
ま
た
ダ
モ
イ
東
京
、
だ
ま
さ
れ

た
と
思
い
つ
つ
、
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
る
。
何
日
だ
っ
た
か
走
り
続

け
た
。
今
度
こ
そ
本
当
の
潮
の
香
り
の
す
る
港
に
着
い
た
。
大
き

な
舟
が
岸
壁
に
い
る
。
日
の
丸
の
旗
が
ひ
る
が
え
っ
て
見
え
る
。

祖
国
の
旗
日
の
丸
。
そ
の
喜
び
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
う

れ
し
さ
で
あ
っ
た
。
本
当
の
ダ
モ
イ
東
京
が
実
現
し
た
の
だ
。

ど
ん
な
に
か
こ
の
日
を
待
ち
わ
び
た
か
、
青
ざ
め
た
み
ん
な
の

顔
が
幾
分
赤
み
が
さ
し
て
見
え
る
。
帰
っ
た
ら
腹
い
っ
ぱ
い
め
し

を
食
い
た
い
。
一
列
に
順
番
の
乗
船
、
入
り
口
に
て
手
厚
く
厚
生

省
の
係
官
か
ら
「
御
苦
労
様
で
し
た
」
と
か
け
て
く
れ
た
言
葉
、

ど
ん
な
に
か
う
れ
し
く
、
ま
た
安
心
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ナ
ホ
ト
カ
出
港
、
舞
鶴
に
着
く
。
船
内
で
は
そ
ち
こ
ち
で
感
情

の
爆
発
、
ラ
ー
ゲ
ル
生
活
、
赤
化
教
育
の
恩
返
し
と
で
も
い
う
べ

き
か
、
仕
返
し
で
あ
る
。「
こ
の
野
郎
」
の
言
葉
が
そ
ち
こ
ち
で
大

声
に
聞
こ
え
る
。
船
内
の
係
官
の
注
意
も
あ
り
、
大
事
に
至
ら

ず
、
祖
国
の
土
に
第
一
歩
を
踏
み
し
め
た
の
が
昭
和
二
十
三
年
十

二
月
四
日
で
あ
っ
た
。
う
れ
し
さ
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

上
陸
を
終
え
、
今
度
は
一
人
一
人
米
軍
か
ら
個
室
に
呼
ば
れ
、

在
ソ
中
の
あ
ら
ゆ
る
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
一
切
を
調
べ
ら

れ
、
メ
モ
に
お
さ
め
ら
れ
、
厚
生
省
か
ら
各
自
引
揚
証
明
書
に
手

当
金
品
を
頂
戴
し
て
、
故
郷
に
帰
る
客
車
に
乗
せ
ら
れ
、
よ
う
や

く
自
由
の
身
と
な
っ
た
。

抑
留
中
、
尊
い
犠
牲
と
な
ら
れ
た
多
く
の
戦
友
に
、
心
か
ら
哀

悼
の
言
葉
を
捧
げ
、
恒
久
平
和
を
祈
り
つ
つ
、
思
い
出
を
綴
っ
て

み
ま
し
た
。

騙
さ
れ
て
地
獄
の
二
年　 

新
潟
県
　
三
間
國
松
　 

終
戦
、
ソ
連
の
支
配
下
に
は
い
っ
た
私
達
松
輪
島
部
隊
は
、
九

月
二
十
六
日
、
ソ
連
輸
送
船
に
乗
せ
ら
れ
、
南
下
、
船
底
に
つ
め



ら
れ
、
む
し
暑
く
、
人
い
き
れ
で
倒
れ
る
者
が
続
出
、
ソ
連
船

員
は
甲
板
か
ら
船
底
へ
大
き
な
吹
き
流
し
で
風
を
い
れ
、
助
か
っ

た
。
ソ
連
船
員
は
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
ダ
モ
イ
ハ
ラ
シ
ョ
と
言
っ
た
。

誰
か
が
、
稚
内
だ
、
帰
れ
る
ぞ
。
船
内
は
喜
び
に
わ
い
た
。
し
か

し
、
船
は
北
へ
。
我
々
は
ど
こ
へ
連
れ
て
行
か
れ
る
の
か
。

間
も
な
く
船
は
港
に
着
く
。
沿
海
州
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
港
だ
。
ソ
連

船
員
に
ま
ん
ま
と
だ
ま
さ
れ
た
。
す
ぐ
に
上
陸
が
開
始
さ
れ
、
休

む
ま
も
な
く
ソ
連
兵
は
ビ
ス
ト
ラ
ダ
ワ
イ
、
手
を
ふ
っ
た
。
山
道

を
夕
方
か
ら
朝
ま
で
、
小
休
止
二
回
、
夜
通
し
歩
き
続
け
た
。
途

中
、
の
ど
が
か
わ
き
、
車
あ
と
の
た
ま
り
水
を
飲
ん
だ
。
東
の
空

が
う
す
あ
か
る
く
な
っ
て
き
た
。

森
林
地
帯
の
鉄
さ
く
の
ま
わ
っ
た
、
囚
人
の
古
い
収
容
所
、
倉

庫
の
様
な
な
か
は
空
っ
ぽ
、
全
員
附
近
の
木
を
伐
採
、
丸
太
で
三

段
の
寝
台
を
つ
く
り
、
そ
の
中
に
収
容
さ
れ
た
。

日
夕
点
呼
の
と
き
、
中
隊
長
は
「
我
々
は
国
の
た
め
に
ソ
連
で

働
く
の
だ
。
働
か
ざ
る
者
は
食
わ
ざ
る
、
ソ
連
と
い
う
国
は
そ
う

い
う
国
な
の
だ
」

。
皆
顔
を
見
合
わ
す
ば
か
り
。
丸
太
の
上
に
毛

布
一
枚
で
は
、
体
が
痛
く
、
ね
れ
な
い
。
食
糧
も
、
乗
船
以
来
、

乾
パ
ン
ば
か
り
。
は
じ
め
、
ソ
連
の
黒
パ
ン
は
の
ど
に
通
ら
な

か
っ
た
。
こ
れ
が
ソ
連
の
主
食
で
あ
る
と
言
っ
た
。
な
れ
な
い
伐

採
作
業
で
、
け
が
人
が
ぞ
く
し
ゅ
つ
し
た
。

二
週
間
後
、
私
達
は
小
隊
編
成
で
山
中
の
仮
収
容
所
幕
舎
に
う

つ
っ
た
。
お
も
に
伐
採
作
業
、
食
糧
は
黒
パ
ン
三
百
グ
ラ
ム
、
大

豆
飯
盒
の
ふ
た
に
八
分
で
あ
る
。
ソ
連
で
は
、
捕
虜
に
対
し
黒
パ

ン
の
ほ
か
、
魚
、
肉
、
塩
、
砂
糖
、
野
菜
等
、
規
定
さ
れ
て
い

る
。
山
の
中
の
ラ
ー
ゲ
ル
で
は
何
も
た
い
。
主
食
の
黒
パ
ン
で
さ

え
、
炊
事
馬
車
が
二
十
キ
ロ
も
あ
る
パ
ン
工
場
ま
で
い
く
。
倉
庫

に
パ
ン
が
な
く
、
か
ら
も
ど
り
が
た
び
た
び
あ
っ
た
。

草
も
は
え
て
い
な
い
ツ
ン
ド
ラ
地
帯
で
は
、
食
べ
る
物
が
な

い
。
木
の
皮
を
か
じ
り
、
松
の
根
を
き
ざ
み
、
飯
盒
で
煮
て
食

べ
、
飢
え
を
し
の
い
だ
。
隣
の
戦
友
は
、
凍
っ
た
馬
糞
を
ジ
ャ
ガ

イ
モ
と
思
い
、
ひ
ろ
っ
て
室
内
に
馬
糞
の
に
お
い
が
鼻
に
つ
い

た
。
飢
え
て
栄
養
失
調
の
体
で
重
労
働
は
、
あ
ま
り
に
も
ひ
さ
ん

な
も
の
だ
っ
た
。
体
験
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。

餓
死
す
る
者
が
続
出
。
作
業
人
員
が
へ
り
、
作
業
は
出
来
な

く
、
食
糧
の
見
通
し
が
立
た
ず
、
作
業
が
打
ち
切
ら
れ
、
次
の

ラ
ー
ゲ
ル
ま
で
十
キ
ロ
の
山
道
を
歩
か
さ
れ
た
。
こ
こ
も
幕
舎
の

仮
ラ
ー
ゲ
ル
。
山
奥
、
ま
た
山
奥
、
食
糧
の
と
ぼ
し
い
仮
ラ
ー
ゲ



ル
を
転
々
、
山
道
を
歩
く
に
も
こ
ろ
ぶ
者
が
多
く
、
起
き
あ
が
れ

な
い
者
も
い
た
。「
し
っ
か
り
し
ろ
、
祖
国
に
帰
る
ま
で
死
ん

じ
ゃ
な
ら
な
い
」

、
抱
き
起
こ
し
た
が
、
息
を
引
き
と
っ
た
。
い
き

地
獄
だ
。

ど
う
い
う
経
路
に
な
っ
た
の
か
、
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
に
き
た
。
長

か
っ
た
山
の
仮
ラ
ー
ゲ
ル
か
ら
街
に
出
て
き
た
感
じ
で
あ
る
。
こ

こ
は
一
個
中
隊
規
模
の
中
級
ラ
ー
ゲ
ル
。
切
株
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
発

破
作
業
、
夜
間
作
業
は
ダ
ン
プ
カ
ー
に
手
で
株
土
の
積
込
み
作

業
。
栄
養
失
調
の
体
で
、
こ
の
作
業
は
と
て
も
た
え
ら
れ
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。

夜
空
を
見
上
げ
、
頭
上
に
北
斗
七
星
が
南
の
方
向
に
輝
い
て
い

る
。
だ
い
ぶ
北
の
国
に
い
る
の
だ
な
あ
と
思
っ
た
。
零
下
五
十
度

以
下
の
夜
間
作
業
は
息
も
こ
お
り
、
防
寒
手
袋
を
し
て
い
て
も
、

凍
傷
を
さ
け
る
た
め
、
手
を
さ
す
る
の
が
精
一
ば
い
。
と
て
も
ひ

ど
い
、
た
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

ソ
連
の
規
定
で
は
、
零
下
三
十
度
に
な
る
と
作
業
中
止
に
な
っ

て
い
る
。
我
々
に
は
適
用
さ
れ
て
い
た
い
。
私
は
長
い
山
の
仮

ラ
ー
ゲ
ル
の
、
栄
養
失
調
と
疲
労
の
か
さ
な
り
で
倒
れ
、
高
熱
、

肺
炎
と
中
耳
炎
で
入
院
し
た
。
ソ
連
の
若
い
女
軍
医
は
、
私
を
よ

く
治
療
に
当
た
っ
て
く
れ
た
。
感
謝
す
る
が
、
耳
は
難
聴
に
な
っ

た
が
、
命
を
も
ら
っ
て
二
か
月
あ
ま
り
で
退
院
、
女
医
の
好
意
で

ラ
ー
ゲ
ル
は
無
理
、
病
院
の
勤
務
に
残
し
て
く
れ
た
。

仕
事
は
馬
橇
、
ロ
シ
ア
馬
は
す
こ
し
小
さ
く
お
と
な
し
い
。
こ

れ
は
い
け
る
と
思
っ
た
。
病
院
の
資
材
運
撮
は
よ
か
っ
た
が
、
戦

友
の
遺
体
運
搬
は
悲
し
か
っ
た
。
基
地
ま
で
五
キ
ロ
、
馬
橇
に
三

遺
体
ず
つ
。
基
地
を
掘
り
返
し
て
、
途
中
、
シ
ベ
リ
ア
ツ
ツ
ジ
を

折
っ
て
、
う
め
て
、
こ
れ
を
立
て
て
合
掌
し
た
。
自
分
も
こ
の
姿

に
な
る
の
か
と
涙
が
出
た
。

病
院
の
勤
務
も
一
か
月
、
オ
ッ
ペ
の
ラ
ー
ゲ
ル
に
も
一
か
月
、

ソ
フ
ガ
ワ
ニ
か
ら
ム
ー
リ
に
移
っ
た
。
ド
ア
ラ
ー
ゲ
ル
と
い
う
一

個
連
隊
規
模
の
、
初
め
て
大
き
い
ラ
ー
ゲ
ル
。
こ
こ
は
ノ
ル
マ
に

よ
っ
て
ラ
ポ
ー
タ
ー
グ
ル
ー
プ
別
に
食
糧
が
く
ば
ら
れ
て
い
る
。

内
務
班
長
の
指
示
で
働
い
て
い
る
。
皆
階
級
章
も
つ
け
て
、
軍
隊

そ
の
ま
ま
だ
っ
た
。

私
は
関
東
軍
の
工
兵
隊
の
仲
間
に
、
ラ
ポ
ー
タ
ー
は
建
築
だ
っ

た
。
ラ
ポ
ー
タ
ー
指
揮
の
小
隊
長
は
、
ノ
ル
マ
が
あ
が
ら
な
い
こ

と
を
理
由
に
営
倉
に
は
い
っ
て
い
た
。
私
は
週
番
上
等
兵
の
時
、

炊
事
か
ら
出
る
ス
ー
プ
を
各
隊
の
飯
盒
に
分
配
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が



多
い
、
少
な
い
で
「
今
日
の
週
番
上
等
兵
は
誰
だ
」
と
、
私
を
全

裸
に
し
て
つ
り
あ
げ
、
む
ち
打
た
れ
、
体
中
紫
色
に
血
が
に
じ
み

出
て
、
殺
さ
れ
る
と
思
っ
た
。
飢
え
と
の
た
た
か
い
で
あ
っ
た
。

私
も
オ
ッ
ペ
で
、
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
に
返
さ
れ
た
。
ラ
ポ
ー
タ
ー
は

な
い
。
名
簿
調
査
が
行
わ
れ
、
一
人
一
人
名
前
が
呼
ば
れ
、
日
本

軍
服
に
着
替
え
、
ダ
モ
イ
か
も
知
れ
な
い
と
喜
び
合
っ
た
。
翌

日
、
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
出
発
、
三
日
目
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
つ
い
た
。

カ
ン
ボ
ー
イ
は
乗
り
か
え
だ
、
お
り
ろ
、
ダ
ワ
イ
、
ダ
ワ
イ
、
農

場
の
ラ
ー
ゲ
ル
に
は
い
っ
た
。
乾
燥
草
の
草
刈
作
業
、
ソ
連
の
カ

マ
ン
ジ
ー
ル
は
、
私
に
馬
車
を
や
れ
と
言
っ
た
。
私
は
又
遺
体
運

搬
で
は
と
こ
と
わ
っ
た
。
ヨ
ッ
ポ
イ
マ
ー
チ
と
お
こ
っ
た
。

二
週
間
後
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
出
発
、
一
路
ナ
ホ
ト
カ
に
つ
い

た
。
ダ
モ
イ
だ
と
わ
か
っ
た
。
港
に
は
船
は
な
い
。
ポ
ン
ポ
ン
船

に
乗
り
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
の
魚
の
水
揚
缶
詰
工
場
に
上
陸
、

ソ
連
の
婦
人
達
と
一
緒
に
働
い
た
。
さ
ば
を
盗
ん
で
食
べ
す
ぎ
、

下
痢
を
お
こ
し
て
困
っ
た
。

ソ
連
の
マ
ダ
ム
か
ら
赤
い
ネ
ッ
カ
チ
ー
フ
を
貰
い
、
赤
旗
を
作

り
、
作
業
の
行
き
帰
り
、
赤
旗
の
歌
を
歌
い
、
共
産
党
教
育
に
励

ん
だ
。
一
か
月
、
再
び
ナ
ホ
ト
カ
へ
。
引
揚
船
は
横
づ
け
に
な
っ

て
い
た
。
船
体
に
遠
州
丸
と
書
い
て
あ
っ
た
。

乗
船
、
デ
ッ
キ
に
立
っ
て
、
抑
留
生
活
は
ど
こ
へ
や
ら
、
頭
の

中
は
祖
国
日
本
。
シ
ベ
リ
ア
の
地
眺
め
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
よ
く

生
き
て
き
た
、
不
思
議
に
思
う
。
船
は
動
き
、
船
内
皆
の
顔
も
微

笑
、
静
け
さ
。
二
日
目
、
日
本
が
見
え
た
ぞ
ー
と
甲
板
に
出
て
、

お
お
、
日
本
の
山
々
、
皆
抱
き
合
っ
て
泣
い
た
。
や
が
て
舞
鶴
港

に
は
い
る
。




